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昭
和
三O

年
以
降
の
日
本
経
済
：の
高
度
成
長
は
、
.世
界
に
類
例
を
み
な
い
高
率
：の
一
も
：の
と
U

て
S

 

6

て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
5 

.
4 
ノ

ス

-し
許
ぃ
珍
し
く
昨
年
の
ホ
月—
日
ー
号-と
^
目

這

わ

た
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Japan. 
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パ
河
村
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訳
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ス
ト
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ベ
き

I
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九
六
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.
と
題
f

長
文
の
日
本
経
済
調■

告
を
連
載
.し

ぶ

 

：
曼

I

 

I

I

 

e
l
p
l
e
,
"

と
呼
ん
：で
：い
る
：'
0

終
戦
眞
の
日
本
の激
し

い
イ

ン

フ
レ—

シ
ョ
ン

を
終
息
さ
せ
に

き
た
ア
メ
リ
カ
の
デ
ト
ロ
ィ
ト
の
銀
_

家
、
:
ジ 

.ョ
ヤ
フ
ノ
ド
ッ
ジ
氏
が
、
：
か

め

ド
.

_

_

き

、.
か

紧

オ

丨

ソ

飞

>

 

ス

羞

済

観

管

火
づ 
<

の

處

っ

た

：
ヵ

へ

，
そ

れ

.
か

ら

ニ

〇

年

、

日

本

は

ド》

ジ
.
先

生

の

教

え

を

守

ら

ず

、

か
れ
が
き
び
し
く

い
ま

し
I

政

策

ぞ

の

沐

の

を

と

り

.
つ〜

ナ
そ
の
^

^

が

/

ん

と

ア

メ

リ

力

の

経
済
成
最
率
は
僅
か
年
平
均
約
一」

•

五
^

に

す

ぎ

な

か

っ

た

、の
に
、
：日

本

の

そ

れ

は

実

に

九

％

を

上

迴

X

I

^
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五
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五
.八
年)

^
い

ぅ

：ア
：
メ
：；リ

：ヵ
：
に

も

劣

る

最

低

の

経

济

耽

長

率

^
停

滞

レ

て

ぎ

た

ィ

ギ

リ
^
.に

と
.？
て

も

学

ば

ね

ば
&
ら
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驚
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き

実
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.つ
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た
'0
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.あ
，
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し

て
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夏

同

誌

の

編

集

次

長

ノ

ー

：
マ

ン

.

マ
.；
ク
.1
/

.
丨
氏
が
来
白
し
：て

つ
卞
さ
に
日
本
経

®
^
^
^

^
れ

た

：め

が.こ
：
の

調

查

報

告

で

あ
_つ
7:
;
:、
:.
.
:
-
第
'ー
.
部

か

れ

、
：：
.第
一
.一

部

は

こ

れ

か

ら

日

本

の

後

钇

追

ぅ

新

興

低

龈

発

諸

国

へ
：.

の

教

訓

：の

意

味

を

も

つ

て

書

：か

：れ

汉

v>
る

。

と
ど
一
ろ
で
^
の
結
論
は
、.
こ
こ

に
全
容
を
紹
介
す
る
紙
数
は
な

.い
が
、
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i

の

最

も

驚

く

ベ

ぎ

実
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べ
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パ
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と

で
^

つ
；
て

そ

の

耍

旨

は

；
つ

^

ス

ー)

，，
ィ
ギ
り
ス
せ
ズ
ら
べ
て
日
本
の
高
等
教
育
の
普
及
度
が
高
く
、：，
理
工
科
系
が
重
視
さ
れ
若
.い
新
し
V
熟
練
労
働
者
が
豊
富
に
供
給
さ
れ

て
い
.る
.こ
と
;0
'
.
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V
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ニ)

日
本
の
設
備
投
資
が
ィ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
よ
り
三
分
の
ー
も
多
く
、
労
«:
人
ロ
は
：ニ
：倍
に
近
い
。：':
.

(

三)

ィ
ギ
リ
ス
と
違
つ
て「

ま

だ

日

本

は

.-
|
-
*分
開
発
さ
れ
た
富
裕
な
エ
業
経
済
.へ
の

移

行

、
の

途

，上

に

あ

る

に

；す

ぎ

な

い

」
(

同
訳
書
、
一
九
K) 

と
い
ぅ
発
展
段
階
的
な
成
長
上
の
利
点
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
基
礎
的
な
条
件
の
相
弯

：
. 

.

(

四)

日
本
の
財
政

•
経
済
政
策
が
経
済
成
長
と
く
に
成
長
産
業
I

点
的

I

中
さ
S

1

I

I

 

.ォ
し
ハ—

 
ロ 

丨
ゾ

•
オ
ー
パ
ー
ボ
ロ
ー
ィ
ン
グ
•
系
列
融
資
と
い
う
メ
ヵ
一「

ズ
ム
の
下
.に
、
日
本
銀
行
の
金
融
機
闕
に
対
す
る
管
理
と
そ
の
金
融
政
策
が
き
わ

め
て
効
果
的
に
遂
行
さ
れ
て
.い
る
。.「

過
去
一
〇
年
間
の
歩
み
を
綿
密
に
研
究
す
.れ
ば
す
.る
ほ
ど
、

現
在
の
経
済
政
策
の
成
功
の
稂
源
は
、

将
来

- 

• 

• 

■ •

性
を
も
ち
、
成
長
す
る
高
能
率
の
企
業
を
優
遇
し
、
低
能
率
の
企
業
は
消
滅
さ
せ
る
政
策
を
と
つ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
と
の
確
信
を
深
め
ざ
.る
を 

得
な
い」

(

同
訳
書
、'
三
九
頁)

。
そ
し
て
危
機
に
さ
ヾ
い
し
て
ィ
ギ
リ
ス
で
は
財
政
支
出
の
削
減
と
税
率
引
上
に
よ
.つ
て
国
内
有
効
需
要
を
抑
制
ず
る 

政
策
を
と
っ
て
き
た
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
角
を
た
め
て
牛
を
殺
す
よ
う
な
こ
と
と
な
り
、
そ
の
抑
制
力
は
主
と
し
て
成
長
産
業
の
発
展
を
抑
止
す

る
要
医
と
な
っ
た
が
、
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
場
合
、
逆

に

靈

財

政

•
減
税
に
よ
っ
て
追
加
雲
を
作

り

出

し

、

つ
い
で
金
融
秦

と

高

鸯

金
の
配
分
を
壽
企
業
に
：集
中
し
、
塞
企
業
が
閉
め
出
さ
れ
る
と
.

い
っ
た「

金

融

引

し

め」

政
策
が
、
成

長

を

損
わ

ず
に

効
果 

W

に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
。

(

五)

日
本
の
輸
出
政
策
は
、
.「

言
の
斜
陽
輸
出
産
業
に
努
力
を
集
中
す
る
上

り

も
：明
I

輸

出

產
業

の

発

展

を

促
進
し

よ
う
と
？

(

司 

I

四
七
頁)

確
固
た
る
方
針
に
立
っ
て
、
寒

学

5

製
品
の
輸
出
促
進
に
主
力
を
注
い
で
き
た
。.
し
か
も
ィ
ギ
リ
ス
で
は
み
ら
れ
ぬ
よ
う 

な
綿
密
な
経
済
I

計
画
が
、
世
界
市
場
l

l

g

の
も
つ
I

劈

性

計
算
に
も
与
く
震
露
と
日
本
の
特
化
緩
と
の
対
”

あ
^
^

数」

I

I

と
づ
い
てf

、
I

謙

I

て
い
る
、

養

-
- 

-

な
I

I

I

、
I

I

リ
i

要
因
I

、
そ
の
行
I

I

I

ぬ

こ
の
ロ
ン
ト
ゾ
•

キ
ロ
.ノ
ミ
ス
ト
の
報
告
は
さ
ら
に「

忘
高
度
成
長
は
永
続
き
ず
る
か」

と
y

今
後
の
見
通
し
、：
先
進
国
が
日
本
こ
、
さ 

菌

5

そ
こ

に
成
長
し
て
き
た
産
業
l

g
蟹

を

变

れ

I

ら
,

い
か
I

f

資
な
f

や 

は
簾
さ
れ
I

、
i

v

l
論
的
な
讓
論
、
t

い
s

f

し
て
日
本
S

書

^

^
 

資

本

蓄

ろ
ん
I

報
告
は
高
度

:

経
済
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中
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企
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構
造
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四
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八 o) 

影
響
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
に
お
：わ
せ
て
は
い
る
が

>
^
:れ
に
は
余
り
ふ
れ
て
；い
な
い
。
；東
た
そ
の
；経

 

の
そ
れ

で
あ
る
タ
だ
か
ら
こ
れ
を
ひ
^
く
り
か
え
し
て
逆
め
立
場
か
ら
み
れ
ば
ノ

 

ロ
ン
ド
ン.
，
-
'
^

• 

. 

. 

•■•
 

- 

: 

• 

' 

■

:じ
ぐ
も
よ
く
と.ら
え
.て
お
り
、:'
'
そ
0
明
る
い
表
面
を±'
い
に
讃
え
て
い
る
：の
で
あ
る
。
循
の
裏
侧
の
晴
い
面
は
余

0
観
察
ざ
れ
て
い
な
い
。
し
か

.V 

.

.

.

.

.

.

.
 

ゾ
.

-
 

•

も
こ
の
両
面
が
成
長
を
規
制
し
て
い
る
；の
，で
あ
る

。
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•
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’ 
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.昨
年
来
の
高
度
成
長
の1頓
挫
は
、
成
長
を
齎
ら
じ
た
要
因
の
プ
ラ
ス
面
が
限
界
に
ぶ
つ
か

0
て
：マ
：グ
 

日
本
経
済 

の
い
.わ
ゆ
る「一

一
重
構
造

」
は
高
度
成
長
に
よ
っ
て
自
動
的
に
解
消
せ
ら
れ
る
よ
う
な

メ
ヵ

一
一
ズ
ム
で
は
な
く
、
む
し
ろ

「

ー
ー
蜇
構
造

」

を
利
用

し
て
高
度
成
長
が
な
さ
れ
ノ
し
た
が
っ
て
そ
の
過
程
の
中
で
ブ
シ
バ
ラ
シ
ス
と
矛
盾
が
深
化
し
て
き
た
こ
と
に
起
因
し
て
い

.る
。

-

■

:- 

■

し
た
が
づ
て
、-—
-
.昨
秋
来
の
景
気
調
整
過
程
は
’
前
ニ
回
昭̂
和
ニ
八-
九
年
、
昭
和

§
1:;,

三
.年)

、の
.そ
れ
の
よ
う
な
在
庫
投
資
調
整
で
軽
く
す 

む
よ
う
な% :

の
で
は
な
く
、.ー
部
巨
大
企
業
の
設
備
投
資
過
剰

(

し
か
_も
._
.

重
，
1ー5 -
の
分
散
過
当
競
争
投
資

)

.を
中
心
と
す
る
各
種
の
全
構
造
的
ァ 

ン
バ
ヲ
ン
ス
が
問
題
化
し
て
.き
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、

今

や

「1.1

重
構
造」

,
を
積
極
的
に
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
感 

.ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
：
;

ぐ

V

こ
こ
で
は
右.の
よ
う
な
根
本
問
題
を
本
格
的
に
扱
う
紙
数
の
余
裕
も
な

\;
:
'の
で
、'い
わ
ゆ
る-
ー
重
搆
造

」

，の
底
辺
に
当
る
中
小
企
業
に
焦
点

、

. 

-

'

.

.
 

-

1

■

を
あ
て
て
、.令
ま
で
の
高
度
成
長
と
産
業
構
造
変
化
の

.下
f
eお
い
；て
、:,
*中
小
企
業
に
は
ど
のi
.う
な
変
化
が
み
ら
れ
た
か
、
そ
し
て
こ
の
変
比
が

■
,

■

 V
.

 

.

.

.

 

,

.今
後
も
つ
意
味.を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
政
府
の
と
.り
つ
つ
あ
る
政
策
：の
.
：
吟
味
を

行
：：

い
た
い
：
ど
思
う
？

.

バ

：
ー
ー
：
 '

高

度

成

長
.の
メ
ノ
カ
二
ズ
ム
と
そQ

.

限

界

' 

•

;

I
;;
'
経

済

成

長

の

類

型
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へ
:
,:./..パ
バ

S©

復
興
過
f

お
え
て
か
ら
今
日
ま
で
約
.

.

5

年
の
日
本
I

の
成
長
率
は
ま
さ 

I

各

国

の

麗

総

生

産

(

，|

)

，
：の
成
長
年
率
は
；1

0

丨
五
九
年
平
均
で
，
.
日
本
は
九
：：：一、

■

ア
メ
リ
カ
.
氣

.

ィ
ギ
|>

U

1

I
C
I

ィ
ツ
f

C
I

I

ブ—

プ
i

間
の
三
I

三
六
S

六
年
間
に
日
本
.の
SI:

伸
び
は
1

%
達

左

四
三
％

_

ィ
タ
リ

I
四
ニ
％、̂

 

^

 

I
^
-

 

0 
X
'

 .

.

y

l

^

 

0 

^
0,
日
本
の
伸
び
は
と
く
に
：工
業
S

い
て
著
し 

く 

：f

期
間
に
エ
I

産

璧

.倍
近
く
1

長
し
、
.工
業
.军

「

国

民

の

経

済

春

：(

平
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設

備

投

資

型

(

日
本)

と
い
ぅ
類
型
化
を
試
み
て

v

い

破 
一：

-®'

翁

1

が
：最

終

需

要

依

奪あ

る

の

毒

レ

て

I

の
，「

I

が
投
S

I

，I

す

れ

ば「

唐

手

段

屋

の

生

産

手fl
::
;

證

る

属

^

の

設

備

投f

生

産

力

.と

な

れ

ば

そ

の

捌

ロ

を

輸

出

が

国

内

最

終

消

費

市
場
I

め
ね
；
fら
ぬ
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九

.
七

％

に

及

ん

で

い

た

.'
<
>戦

後

.
_の
.昭

和

三

六

年

に

；は

プ
 ̂

.四

％

、
:.
と

く

に

個

人

消

費

.は

四

六

.
ニ 
％

と

、

.戦

前

に

比

し

て

も

、 

毛

ち

ろ

：ん

欧

米

諸

国

.に

此

し

；て

も

遙

が

¥

低

比

重

^

お

::
1
.

^

«ち

.れ

、

%

の

代

ヴ

：に

総

投

資

が

異

常

に

倍

増

し

、て

三

®

•
，四

%

(

に

及

び

、

と

く

に
 

民

間
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比
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^

止

ま

づ

て

い

：る

：
.

(

企

画

：疗

：「

国

民

所

得

白

書

」
)

ノ

こ

の

ょ

う

な

ァ

ン

バ

ニ

フ

ゾ

大

な

設

備

投

資

独

走

の

ニ

塵

成

長

は

’

早

晚

こ

最

終

消

費
 

市

場

問

題

に

ぶ

：つ

か

：ら

ざ

る

を

得

：な

い

。
'.
'
'
'
前

-1
:回

^

 

，「

投

資

運

動

を

基

軸

と

す

る

本

格

的

が

産

業

循

環

;
'
過

剩

生
 

産

の

兆

候

に

ほ

：が

な

ら

な

：い
」

.
：：の

で

.

.あ

っ

て

、V:
「

設

備

投

資

、

中

間

需

要

型

.の

高

度

成

長

：の

.の

ち

、
：

日

本

資

本

主

義

は

ょ

5

や

く

、
：
今

ま

で

直

面
 

せ

ず

に

ず

ま

せ

て

き

た

,.『

最

終

価

値

実

現

』

の

難

間

に

と
一

り

く

ま
.
ざ

る

を

.え

な

く

な

.り

つ

^
あ

.る

J
'

と

い

う

注

目

す

.べ

き

判

断

を

右

の

「

国

民

の
 

経

済

白

書

」

.

.

(
1

八

〇

頁)

.
竹

下

し

て

い

る

。
'
:、
政

府

の

昨

年

度

の

「

霞

済

自

書

」

：
も

こ

.の

点

に

ふ

れ

て

、

今

ま

で

の

投

資

中

心

の

：
不

均

衡

成

長

か
 

ら

、
そ

の

'成

長

耍

因

そ

れ

ぞ

れ

.に

変

化

が

お

き

、

そ

れ

が

^

ら

ゆ

る

南

で

の

。ハ
.タ

丨

'ン
'の

亦

火

化

を

意

味

す

る

一

種

の

転

換

点

.(
「

転

型

期

」

と

名

づ

け 

て

い

る)

に

さ

し

か

か

：
っ

て

い

る

と

し

、

成

長

の

型

と

し

て

は

、

投

資

中

心

か

ら

消

費

や

財

政

な

ど

.の

需

要

要

因

に

支

え

ら

.れ

た

発

展

過

程

.に

変
 

'

わ

-る

こ

.と

を

予

想

し

て

い

る

(

昭

和

三

七

年

度

「

経

済

自

書
」

：
三

七

頁

)

。

右

の

ニ

つ

の

「

白

書

」

、

は

日

本

経

済

が

転

換

点

に

き

て

い

る

こ

と

を

認

識
 

す

る

点

.で

は

共

通

で

.あ

る

が

、

今

後

の

転

換

コ

'丨

ス

に

つ

い

て

の

見

方

は

対

立

し

て

い

る

。
.：
こ

れ

は

今

ま

で

の

成

長

搆

造

に

関

す

る

認

識

の

立

場
 

め

相

違

と

も

関

連

し

て

お

り

、

_

本

的

：に

-は

資

本

本

位

の

‘立

場

か

、
，
国

民

生

活

本

位
 

'
勤

労

階

級

の

立

場

か

と

：い

う

根

本

問

題

に

つ

ら

な

る

対

立
 

•で

あ

る

。 

.
■,
.

(

注)

以
上
の
ょ
う
な
類
型
化
は
、
大
変
わ
か
り
易
く
素
人
受
け
す
る
が
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
特
徴
点
の
み
が
誇
張
さ
れ
て
、
共
通
点
が
無
視 

さ
わ
て
受
け
と
ら
れ
易
い
こ
と
で
あ
り
、
E
E
C

の
前
記
三
国
と
く
に
西
独
の
設
備
投
資
の
高
か
っ
た
こ
と
な
ど
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
も

ち

ろ

ん「

国
^

 

の
経
済
白
.書」

の
執
筆
者
名
を
み
れ
ば
'
何
れ
も
現
代
資
本
主
義
の一

般
性
も
各
国
の
特
殊
性
も
十
分
わ
き
ま
え
た
人
々
で
あ
る
か
ら
問
題
は
な
い
が
、
読
者 

_

は
右
の
简
単
な
紹
介
か
ら
誤
解
さ
れ
ぬ
よ
う
に
.さ
れ
た
い
。

.

.

.

n
高
度
成
長
の
要
因
■

そ
れ
で
は
何
故
こ
の
よ
I

設
備
投
資
主
導
の
慶
成
長
が
日
本
で
，可
能
と

な
っ
.
た
か
。V
.

そ
の
簾

菌

と

実
現
条
件
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な 

.ら
ぬ
。
こ
こ
で
は
紙
数
の
都
合
上
要
点
：の
み
を
略
記
す
-る
に
止
め
る
。.
：

'
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(

こ
戦
後
の
日
本
経
済
は
、
戦
前
の
：お
ベ
れ
た

水
準
、
戦
時
の
設
備
老
朽
化
と
戦
災
破
壊
を
う
か
っ
い
で
、
欧

米

先

議

と

の

間

に

は

著

し 

い

立
ち
お
く
れ
、
後
進的
ギ
ャ
ッ
プ
と
も
い
：う
、ベ
I

の
を
も
っ
て
い
た
。，
各
国
資
本
襄

と
の
国
際
競
争
と
い
う
促
進̂

早
急
に
う
め
、
.先
進
国
に
追
い
っ
くこ
と
を

促
進
し
た
。
.管
理
貿
易
下
に
あ
っ
て
は
国
際
競
争
よ
り
も
戦
後
の
財
閥
解
体
後
の
新
し
い
資
本
グ
ル 

丨
プ
S

下
0
激
し
い(

無
政
府
的
と
も
い
うi

大
企
業
間
の
国
内
競
争.の
方
が
繼
力
：と
し
て
は

第

忘 

昭
和
三 

五
年
以
降
の
自
由
化
へ
のふ
み

切
り
後
は
，
こ
れ
に
加
え
て
国
際
競
争
要
因
が
格
段
と
っ
よ
め

^
れ
た
ャ

，
：

_
:

と
こ
ろ
で
右
の
た
め
に
は
、
欧
米
と
く
に
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
戦
前
、
戦
時
、
戦
後
.に
わ
た
る
数
段
階
む
技
術
革
新
を
わ
が
固
は
一
度
に
と

り
 

入
れ
ね
は
な
ら
な
V

と
レ
う
特
殊
事
情
に
あ
っ
た
。
：
し

か

も

先

霞

に

お
.い

て

は

既

麗

の
、

.

'

 

出

来

合
.い
の
既
存
技
術
で
.あ

る

か

ら

、
.
そ

の

導

入 

t

容
#

で
左
り
ネ
が
国
企
業
は
こ
こ
ゾ
で
も
激
1.
し
競
争
を
し
な
が
ら
技
術
導
入
を
行
っ
た
。
最
近
ま
で
の
外
資
導
入
の
中
心
は
技
術
導
入
で
あ 

っ
た
し
、
政

府

の

質

易

管

理

棄

は

技
f

設
備
の
輸
入
に
っ
い
て
.は
、：
重

点

的
•
総

花

的

に

こ

：れ

を

優

遇

：

た

。

こ
：

S

果

、
へ

先

進

国

と

の

重
 

ィ

学

工

業.の
技
貧
が
ギ
う
ソ
フ
は
早
急
に
う

.め
ら
れ
っ
っ
あ
る
が

.、
'
既
存
技
術
の
安
易
な
導
入
が
す
め
ば
：、：.
っ
.ぎ

の

段

階

は

先

震

で

：太

事

に
U

 

て
I

未
公
開
の
技
術
を
日
本
は
&

ら

開

発

；せ

ね

ば

なI

と
い
う
こ
，と
£

1

 

段
階
集
ぇ
S

を
得

な
い
。
さ

ら
|

資
本
グ
_ル
丨
プ
毎
|

術

導

人

競

馨

舍

無

蒙

，
過
当
^

、長
を
ス
ピ
ー

ド
化
し
た
も
の
で
も
奪
が
、
洛
グ
ル
ー
プ
毎
に
技
術
革
霞
業
を
.ゥ

ま
，
セ
.ッ

ず

々

も
；公
 

;ム」

.の
：た
め
、
' 小
規
模
‘
分
散
投
資
、、l

.

r三
重
投
資
と
I

て
-:
'

い

ざ自
由

化

と

い
：
う

段

に

な

る

と

顚

的

競

争

力

8
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経
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成
長
と
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小
企
業
篇
造
変
化
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会
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.

ン
ト
を
沢
山
も
つ
と
い
ぅ
愚
か
な
無
駄
を
も
た
ら
す
こ
七
ど
な
る
。

-

.

:

•

 

:

•

ベ

：
:

'

ノ

.

'•

つ̂

に
右
の
技
術
^

新
導
入
を
可
能
な
^
し
办
た
:%

取
ど
じ
て
、：
財
象
人
を 

.

「

神
風」

と
呼
ば
し
め
た
朝
鮮
戦
争
後
の 

.
:資
本
蓄
積
が
ぁ
づ
た
ァ
さ
ら
に
社
会
&

済
構
造
的
敫
因
と
じ
て
は
、
戦
後
杈
経
済
民
主
低
が
：
'

へ

勞
.«
界
^
ー
連
の
変
化
を
も
た
ら.し
，逸

«

構

的

に

、
.'
'
沛 

革

後
0 .
農
業
生
産
ヵ
の
上
昇

(

連
年
豊
8 :
'

ど
国
1 "
貝
収
^

<]
:
'
'
る
米
価
の
安
定.ど
：は
：、

農
村
市
場̂
»-
大

し(

但
し
日
本
農
業
：の
構
造
的
特
質
の
限
界 

.■

.
'
.
'
:

内
で)

：

)

非
濃
業
部
門
の
景
気
変
動
‘か
ぢ
相
対
的
に
独
立
さ
せ
て
安
矩
さ
せ
た
と
い
ぅ
効
果
が
ぁ
っ
た
し

.;
,
そ
れ
ま
で
の
農
産
物
の
輸
入
を
節
約
さ 

せ
て
生
産
手
：段
輸
入
：を
そ
れ
だ
け

.4
や
す
と
い
ぅ
効
果
も
ぁ
っ

た
。

:■
:

ハ

.ベ 

ハ

.

、I

戦
後
、
1

產
的
_

i

比
i

p

_

裳

^

*
v 

. 

: 

:
: 

V 

- 

• 

.

.

:

さ

ら

に

つ

け

加

ぇ

ね

は

ん

ら

似

の

は

消

數

構

造

の
^

化
で
ぁ
る
卩

…

明
觀
以
来
丨
わ
が
闺
の
へ
衣
食
住
の
消
費
構
造
は
和
^

 

(

こ
れ
は
大
正 

一
ニ
： 

年
の
震
災
を
転
機
と
し
で
ひ
ろ
が
り
’

-
今
次
戦
争
中
の
物
^
^
乏
处
ど
も
衣
食
而
の
変
化
を
齋
ら
し
た
両
期
と
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
が

^
と
ハ
っ
て̂

^
本
^

ニ 

は

在

来

の

日

本

式

生
: ^

様
式
を
ぁ
ら
た
め
る
本
で
に
い
へ
た
か
な
か
：？
た
，

が
、
そ
め
在
来
の
日
本
式
生
粗
様
式
が
，
戦
後
右
の
：諸
変
化
に
対
応
し
て
急
激
に
変
化
し
、
た
ん
に
洋
式
化
と
い
ぅ
の

.

.み

-^
ら
ず
，
今
日
の
技
術 

革
ぎ
拗
特
有
の̂

費

財

産

業

，
の

重

似

-^
エ
茱
化
、
軽

H

業
面
で
%；
マ
ス
"
•プ
' 口
■化
を
も
'た
.ら
し
て
い
る” 

要
す
る
.に
.
技
術
革
新
と
：消
費
構
造
楚
化
が
産
業
構
造
の
変
化
丨
藥
化
学
正
業

^

生
産
過
程Q

迀
回
化
、.相
互
連
関
化
"
多
層 

化
が
低
進
さ
れ
？
設
備
投
資
、
基
産
財
部
門
の
拡
大
、
■夂
ト
高
次
構
造
段
階
で
办
生
產
ヵ
発
展
を
必
漱
化
し
て
ぎ
だ

 

- 

パ(

ニ)

:
つ
ぎ
：に
、
樂

主

義

セ

あ̂

^
、'.
'
-利
潤
率
、
資
本
の
収
益
性
が
：高
く
な
：け
れ
ば
、

.投

隽
^

年
上
期
ま
で
は
、
こ
の
増
加
率
は
好
調
で
あ
っ
た
。
こ
の
主
要
因
と
t

て
は
、
.
生
産
性
の
急
速
^
土
昇
に
も
か
が
わ
ら
ず
、
西
欧
と
異
な
り
、
少

わ
，
の

 

l

i

t

i

r i
F

,

'
 

.

.と
获
ヵ
へ
ら

i

し
た
力

.

？て
大
企
寒

.

(

と
く
に
機
锨
，金
属

'

石
油

•

化
学
舊
成
長
産
業

)

.

の
利
潤
率

'
 

収
益
性
^
^
^
似 

投
資
養
、：

I

市
場
な
ど

.

、
資
本
市
場
の
近
代
化
傾
向
と

S

.づ- f

、̂p
f

-
 

■

...

つ.

'

:

.，
 
'....

，'

へ.

.

.

.

.

.

.

.

. 

へ
：
.
.
.
'
.

人
.
.
. 

.

「

一
ど
一>:

社

会

保

障

制

度

の

立

ち

お

く

れ

そ

の

.也

諸
原
，

よ
っ
て
.、
'異
常
に
高
い
貯
蓄
率
素
し
て
I

」

.と
■裏
 

五
分
の
ニ
I

い
萃
均
所
得
し
I

い

賃が
、；：：

そ

の
I

う

ち.f
 
I
投
I

I
る
I

、

日

本I

I

_

展

な

と

西I

I

日

本

の

特I

I

I

,

 口

复

:

中
小
企
業
界
に
お
い
て
も
前
記
の
構
造
変
化
に
伴
ぅ
市
場
の
拡
大
’

新
®

の
開
拓
、

専
門_

力
丨
化
に
夜
^
^

等
の
大
企
I

I

業
の
系
列
関
係
の
.下
で
、
I

.

の
中
小
_

の
上
限
を
こ
I

「

中
I

業」

に
資
す
る
企
業
I

出
^

^

^募

匕

.中
I

塑」

へ
：

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

- 

. 

,

: 

- 

•
.

し
力
し
右
の
収
益
性
は
、
昭
和
三
豪
下
期
か
ら
.毖
加
取
は
低
下
傾
向
I

じ
，
む3

ろ
f

化

r

丨
ヶ
ッ
ト
.

ジ
：H

ァ
を
，
 

ぅ
大
企
f

l

攀
要
因
が
，
政
府
の
I

倍
増
計
画」

：
.

1

な
け
れ
は
な
ら
な
い
。，
I

」

.
と
は
政
府
の「

経
済
白
書」

1

1

1

め
て
い
：る
と
I

I

て
‘

^
^
^
^
^
^
^

て

.
そ
れ
ま
で
の
醫
投
脅
は
最
終
需
要
l

i

が
ら
進
ん
；で

き

輕

に
：
：
：
「

マ

—

ケ

ッ

ト

•
ンー

丨
フ
f

と
呼
は
れ
る
企
業
間
の
は
げ
し
：い
能
力
拡
大
競
争
S

 

て
行
わ
れ
て
い
る」

(

I

I

頁)

と
述
べ
て
い
る
。
.

.

経
済
成
長
と
中
小
企
業
の
構
造
変
化(

上)

，

• 

■
 

•

 

.

九
' 

(

三
八
五)



_

こ
こ
で
.想
起
す
べ
き
-

とS
、

■

府

、

の
：：「

貿

易'
:
,
'為

替®

由

化

大

綱

J

';':

が

決

楚

,'

政
府
の
W

所
得
倍
霞
_」

へ
が)

J

の
麻
当
競
争
に
油
を
法
い
隹
S

:

で
知
る
， 

:

一(

三)
：そ
し
て
、/
8

r

存
の
大
企
業
の
.高
利
潤
、

v

高
暮
歡
ぬ
は
，
.
わ
：が
：
国
.特
有
の
い
.わ
ゆ
る
：
.

：「

一：一
重
構
造」

.
が
十
二
分
に
利
用
さ
れ
て
き
た

-

 

.

.

.

.

.

.

.

•

.

.

.

.

と
.と
。
：換
言
す
也
ば
”

金
融
財
政
の
メ
ヵ
-

ズ
人
を
通
じ
て
の
大
|企
業
べ
の
資
本
集
中
、：
企
業
階
層
0

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
櫳 

.

へ
の
-'
:「

し
わ
ょ
，せ」
宁
が
ら
上
へ
の
収
奪)

、"
そ
の
基
底
：に
.
は
わ
が
国
で
と
<'
^

に
ひ
ど
：い
規
模
別
賃
金
格
差
：：

(

£

時
エ
，

ぁ
わ
せ
て)

.

が
、

一
般
的
低
賃
金
を
維
持
し
、
大
企
業
が
中
小
企
業
階
層
を
通
:1

:
て
そ
の
下
積
み
労
働
者
を
迁
回
的
に
搾
取
す
る
メ
力
一
一
ズ
ム
と

し
て
あ
っ
た
め
で
あ
る
。:'(

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
あ
：と
で
立
ち
入
•
っ.
て
述
や
る
つ
毛
り
で
あ
る
。
}
; 

:

.

'

.

.

. 

.

.

.

. 

- 

:•.
■' 

•

ノ. 

.

.

.

.

.

. 

. 

•
-
•.
.-.
.
.
.
.
. 

' 

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

■

.

.

.

.•
 

-

'

■

. 

.

.

:

.

 

r

a

そ

の

限

.
■
界

：

.

* 

- 

: 

.

.

.

.
-
.入

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

,

と
こ
ろ
で
、
高
度
成
長
を
も
た
ら
し
た
以
上
の
諸
要
因
が
あ
る
い
は
ヵ
べ
に
ぶ
つ
か
り
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
変
化
を
示
せ
へ
ば
、
高
度
成
長
は

.
、

. 

.

•，
 

.

.

.

. 

. 

.
•

転
機
を
迎
え
ざ
る
を
得
な
い
。
、前
述
の
ょ
う
に
、
：高
度
成
長
の
基
本
動
力
が
経
済
白
書
も
指
摘
し
て
い
る
ょ
う
に「

投
資
が
投
資
を
呼
ぶ」

と

い

う
形
に
移
っ
て
き
た
こA

J

で
あ
り
、「

生
産
財
の
た
め
め
生
産
財
：の
生
産」

に
は
自
ら
限
界
が
あ
る
と
い
.う
こ
と
で
あ
る
。':
:

-

*接
的
に
は
、,
建
設

. 

-
- 

- 

.

.

.

.

中
の
固
定
資
本
負
担
の
大
き
く
な
る
こ
と
、
金
利
負
担
、
減
価
償
却
費
、
広
告
販
売
費
、
そ
の
他
--
*
.般
管
理
費
な
、ど
の
増
加
、
総
じV

資
本
費
負 

担
の
上
昇
、
若
年
労
働
力
不
足
、
中
小
企
業
に
お
け
る
労
務
費
コ
ス
ト
の
上
昇
、.
さ
ら
に
土
地
、.
建
設
資
材
の
値
上
り
か
ら
各
種
公
共
料
金
を
は 

じ
め
消
費
物
価
の
騰
貴
、
等
々
、
'収
益
条
件
を
マ
ィ
ナ
ス
に
す
る
反
作
用
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
試
み
に
製
造
業
の
原
価
構
成
比
の
推
移
を
昭
和 

一T

八
年
上
期
と
三
六
年
上
期
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
原
林
料
費
、
労
務
費
比
率
は
何
れ
も
減
少
し
て
：.い
る
の
に
対
し
て
、

減
価
償
却
費
、
金
融 

費
、
管
理
販
売i

r
「

そ
の
他」

が
何
れ
も
そ
の
比
率
を
増
加
し
て
い
'る
。

さ
ら
に
蓝
本
問
題
は
市
場
条
件
で
あ
る
。.
戦
前
と
く
ら
べ
て
、
あ
る
い
：は
、
英
独
等
と
く
ら
べ
て
も
、
今
日
わ
が
国
で
も
つ
と
も
停
滞
し
て
い

る
の
は
、
輸
出
市
場
I

。

つI

国
内
最
終
消
費
市
場
は
伸
び
た
と

は

い

え

、

生
産
力
の
拡
大
に
：は
、
：は
る

か

に

及

ば

な

い

こ

と

は

前

に
 

波
へ
た
と
お
り
で
あ

る

。

.

生
産
財
の
た

め

の

生
：産
財
の
生
産
の
み

が

、

と

く

に

昭
和
三
五

丨

六

年
に
.か

け

て

の

生
産
増

加

の

主

役

で

あ

っ

.
た

。

し 

"

も
過
去
数
年
間
の
鐘
は
、

v

靈

派

.ち

、

い

S

早

い

I

f

の
：
®

i

i

 

I

化
S

ヶ
ジ
ユ
I

ル
.
I

f

れ
た
。.
倍
増
計
画
の
基
I

業
家
.

I

,
の
結
果
I

察
せ
ぬ
も

の

I

っ

て

‘

I

目
I

準
に
甘
ん
じ
ょ
ぅ
と
す
る
企
業
は
、
今
日
の
.競
争
の
立

前

か

ら
I

I

。】

.
を
得
た
し
i

自
分
だ
け
は
平
均
I

f

設
備
投
資
を
し
た
い
i

l

l

る
。

.平
均
は
：そ
れ
以
下
も
以
上
も
：あ
：っ

て
こ
，そ
平
均
で
あ

る

。
T
 

均
以
下
の
■

し
か
も
た
ぬ
：企
業
は
敗
北
を
意
味
す
る
か
ら
，、
各
企
業
は
無
理
を
I

も
目
標
を
I

る
計
画
を
実
で
^
^

I

.•
私
企
業
体
制
の
資
I

義
、
と
く
に
業
界
の
約
東
が
守
ら
れ
ぬ
わ
が
国
財
界
の
お
S

た
あ
矣
か
t

れ

ば

必
然
的
で
あ

る

。

こ
ぅ
し 

て
倍
増
懸
の
一
年
目(

昭
和
三
：華

：に
し
て
目
標
囊

つ
yL
の
で
あ
る

.

.

.

 

.

 

-

'

 

.

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

-

 

h

t

l

可
能
I

I

I
本
集
中
の
メ
ヵ
：5
 

大
企
8

グ
ル
I

I
に
、
■成
長
謹
の
ヮ
ン
’

セ

ツ

.
：
ト

を

規

校

フ

ラ

ン

ト

.へ

I

散

|

無

駄

|

い

る

)

こ

の

：
、

.
「

成

^

 

I

 

•

ロ
 

I

ン

で
 

i

れ
、

し
が
も

ヵ

|

才

丨

バ

丨

，
ロ
.—

I

可

能

な

£

I

が
あ
っ
た
'
の
で
I

。
こ
れ
は
貯
蓄(

預
金)

，
を

こ

え

た

資

金

供

給

で

あ

.り
’

■ま
I

ィ
シ
：フ
レ
的
性
格
の
も
の
J

る
。

:

. 

モ
量
所
得
倍
増
計
画
そ
れ
自
体
が
、
元
来
資
金
面
の
裏
I

f

っ
と
も
あ
い
.
ま
I

あ

と
.

右
の
ィ
ン
：？ 
V

的
傾
向
が
濃
厚
で
.

■

，物
価
倍
增
.で
行
詰
る
.危
險
が
深
い
。篇
も

国

民

所

得

倍
說
画
民
間
部
3

含

寶
含
最
も
重
要
と
思
わ
I

雪

.

.

.

.

.
経
済
成
長
と
中
小
命
.業
.の
.構
造
変
化
P.)

.

.

• 

.
1
I
.
(

三
八
七)
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ン

向

贷

出

」

一
中
小企
業
金

融

公#

ス
調
蕃
時

報」

.一
ハ
昭
和
一

■

年

--
'

h

-

h

f

e
 

業
小
委
員
会
が
政
治
的
配
慮
を
6

な
が
ら
«'

輸
に
.
要
*:
.
如
た
岛
ー
：重
構
造」

-'

是
正
め
.
.：た
^

言
}
£
1
の
た
め
に
犠
牲
.に
^

れ
.て
い
る
こ
.と
を
注
目
す
る
必
要
が
.あ
る
。

.

.

.

.

.

 

.

.

.

. 

. 
.
■:
.

 

一.

.

 

•

.

.

.

.

.

.

'

.

,

■•
、

*

 

:

.
-
.
•
•
.

...
. 

.

:;
.'
:

.

: 

景
気
調
整
過
程
と
中
小
企
業
:

.

:

.:.

'へ 

,

. 

.
,
. 

…

.

.
V 

. 

■ 

■ 

■ ..
■
: 

' 

-
.
.■
I
'
.
'
: 

.

.

I-
.!
'
-
.
-'
'
:
:
: 
ノ
 

. 

-■
■
■
•
.
.

 

.. .V

く
戦
後
の
日
本
経
済
.の
：循
環
71
程
は
、，：奇
し
く
^

四
牟
毎
ば
今
回
<0
:̂
:

ぅ
な
金
融
引
き
0
:

_ 

い
ま
ド
ッ
ジ
,
ラ
介
ン 

を
皮
切
り
に
、
昭
和
-1

八
‘

九
年
、_

和
三
ニ
年
、べ
昭
和
三
夸 

.あ
も
の
1

ー：ー：回
は
何
れ
も
国
際
収
支
の
赤
字
信
号
か
ら
金 

:
融
引
き
じ
め
に
ょ
る
調
整
過
程
と
な
っ
て
い
る
。
ニ
そ
匕
て
、そ
れ
に
：先
行
す
る

-.
%

の
は
大
企
業
を
：中
心
と
す
る
設
撤
投
資
、
へ̂

政
策
で
あ
^

て
、
.
そ
の
結
果
輸
入
が
増
大
し
て
国
際
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
0

で
あ
る
。：
し
か
も
大
企
業
の
膨
脹
は
自
己
蓄
積
ょ
り
遙
か
に
急
激 

:

で
あ
っ
：.て、：前
記
；の日
本
型
め
集
中
の
メ
ヵ

'|1‘
ズ
-̂

を
通
^

て
な
さ
^

て
お
り
、:

し
か
%■

か
が
る
巨
大
企
藥
グ：

ル
ー
プ
11

膨

脹

.の

尻

拭

い

と 

し

て

、

国

際脱
支

赤

字I

金
.

引

き

し

；
め
（

中

小

'.
:

零

細

企

業

：
へ

の

.

「

し
秒
ょ
ぜ
.

」

.

が
毎
M

り
.か
え
さ
れ
て
き
：た
の
で
あ
る
。
' 

一
 

:

こ
'の
':

ァ1>
わ
ょ
せ」

；.
は
市
中
太
_

行
を
中
心
ど
ず
石
系
列
融
資
の
^

め
の
#
小 

支
払
遅

延
，.
':
下
鑛
.取
価
切
下
、.
発
注
量
減
少
，
な
ゼ
の
企
業
間
取
引
関
保
：で
行
わ
'れ
る
。
：令
回
の
^
風
で̂

ば
::
'

市

中

丸

銀

行

の

中

小

貸

出

削

減 

は

あ
t

か

わ

ら'す
で
あ
っ
た
が
.、
政
府
.
•民
間
中
小
金
融
機
関
ノ
と
く
に
'
最
近
顔
著
な
伸
.、び
を
示
し
"て
#*

た
相
互
銀
行
、
'信
用
金
庫
の
貸
出
が
力 

バ
I

し
た
た
め
、
；東
た
、
.最
終
消
费
需
要
め
強
調
が
.
つ
，つ
，い
て
末
端
企
業
^

さ
リ
に
ま
た
対
米
輸
出 

が
も
ち
直
し
た
た
め
、.
な
ど
.の
相
違
が
あ
っ
て
、，；金
融
引
き
し
め
の
影
響
は
前
ー
-—
»

回
ほ
ど
深
刻
で
は
な
が
0

た
と
い
わ
れ
る
。
.
.,
' - 

し
か
し
昨
年
|
ハ
月
を
境
に
1>

て
：、.
景
気
調
整
の
滲
透
と
と
も
に
、
受
注
の
減
少
.が
明
確
に
.な
り
、
：そ
れ
ま
で
支
払
遅
延
の
.累
増
等
を
運
転
資
金 

借
入
れ
等
で
穴
埋
め
：し
て
来
ら
れ
た
の
：が
、
こ
れ
以
後
過
去
三
年
間
の
蓄
積
を
食
ぃ
っ
ぶ
す
と
：ぃ
ぅ
深
刻
な
過
程
に
：入
っ
.
て
；今

日

に

及

ん

で

い
る
。

パ

を

1

f

過
程
に
I

も
i

過
i

い
S

し
い
f
 

^

■

さ

驾

り

4

七
月
の
畲
引
し
め
以
降
も
成
_

|

と
い
ぅ
|

に
_

1

鑛

麗

の

中

小
^

^

^

み
ら
^

と
.
y

農
に
ょ
っ
て
、
設

備

投

資

盛

ん

定

f

昇
し
て
I

:

業
、
さ

き

塞

企
I

I

が
I

に 

た
、
下
請
、
.

系

列

関

係

(

と
く

i

i

電
機
、
眷

^
^

3

-

1

1

1

 

1

1

1

1

i

l
、,

そ
れ
I

稍
好
転)

.

I

え
て
、
t

l

こ 

命
I

I

の
減
少
f

t

'-
受
注
単
I

三

■
中

小

企

業

の

構

造

変

化
■

'.

ン
. 

V

.'

. 

.

 

. 

■ 

: 
•

,
.

.

.

.

.

.

 

■

 

. 

,

 

.

 

:

 

:

:

:

 

,

 

.

 

•

、

’

1
,
:
.中
小
企
業
諸
領
域
の
類
型
と
そ
の
変
汜
：

.

.

.

 

一
.
.
.
.
.
.
.
.
：
..：
、
.

•

 

/
 

.-

し
h

き

に
以
上
の
ょ
ぅ
な
I

経
済
の
高
度
成
長
下
の
中
小
工
業
の
構
造
変
化
を
ま
ず
謹
別
構
成
、
つ

い

.で

階

層

別
構
成
と
い
っ
た
順
序
で
少

.

一
,

-

 

;

 

V

 

■

 

■

 

■

 

V

 

ノ

.

■■
.

.

 

■

 

.

.

.

.

.

 

.

;■
'

 

.

,

中
小
企
業
I

.

中
小
企
業
I

政

馨

謹

は

中

小

企
■

本
法
の
.
立
肇
備
作
I

資

料

の

.

一

つ
，
：

し
て
I

ょ
ぅ
な
興
味
I

中
ト

■

る

舅

' 

-
J

 : 

f

の
f

点
力
ら

' (

X

 :

需
要
が
増
加
し
な
い
'と

考
. X

.

ら

■
も

，：

の

(

需
要
停
滞
ま
た
は
減
少
業
種)

、(

W

)

.

大
企
業
の

.

>

.

 

.
ぐ
.
“

■
:

r

t

l

oニ.八
九)

..

.



需要

大企業 
との関 

係

独 立 下 ......請 ' .

U
A (無) B (l) C (顏 _) D (顏 )

停

滞

減

少

V
(斜陽産橥)

590
(52)

124
(13)

103

(9)

63

(3)

880
(77)

(大企業
進出）

19
(2)

368 . 81

(2)

9

(3)

477
(22)

増

加

X

( M K )

429

(28)

150
(6)

114

(17)

34

(5)

727
(56)

Y
(同,中位)

838
(41)

1,135
(53)

1,219
(45)

1；800

(41)

4> 992 
(180)

Z

(同，大）

50 251
(6)

91
(2)

455 847
(26)

計
2,006 2,028

(93)

1，608 
(75)

2,361
(68)

7,923 
. (361)

中 小 企 業 の 類 型

昭和34年工業統計表を分析して作成されたも

田分類）を示し，カツコで囲まぬ数 

表わしている3 この業者数ゥヱイ 

満の中工業事業所の従業者総数 

.万分比（。/。。。）である。その計が 

0は大企業中心業種及び「その他 

彦従業員数が除かれているからで

業種および「その他業種」（い

1
未

る ]
:いの 

企業'

進
出
の
，た
め
'に
中
小
企
業
が
庄
迫
さ
れ. 

'.

て
需
要
が
増
加
じ
な
.い
業
種(

大
企
業 

:

の
直
接
進
出Q

み
な
ら
ず
代
#

ロ|競
争
を 

:含
む)

ノ(

>
<
1

)

；中
小
企
業
に
対
す
る
需
要 

は
増
加
す
る
が
：、：
物
的
生
産
性
向
上
の 

余
地
に
乏
し
い
業
種
、

(

.

Y)

同
じ
く 

需
要
増
加
，
か
つ
物
的
生
産
性
向
上
余 

.
地
が
中
程
度
に
あ
る
業
種
、.
,

(

2

同 

じ
く
需
要
増
加
、
か
つ
.物
的
生
産
性
向 

上
余
地
の
大
き
い
業
種
、
と
い
う
類
型 

■
か
ら
横
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い
.
る
。

.

元
来
、
■こ
の
ょ
う
な
判
定
の
む
ず
か

し
い
基
準
で
分
類
'を
厳
密
に
行
う
こ
と
は
無
理
で
あ
.り
、
私
の
参
加
し
，た
あ
る
研
究
会
に
お
け
.
る
中
小
企
業
庁
当
局
，の
説
明
で
も
、
政
策
立
案 

0:

基
礎
的
考
え
方
を
作
る
た
め
.に
、
腰
だ
：め
的
な
だ
い
た
い
の
傾
向
を
示
す
も
0

で
あ
°

て
、へ
具
体
的
に
業
種
の
格
付
け
を
行
っ
た
4'
-
の
で
な 

.
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
.
?
て
、
.

具
体
的
な
業
種
名
な
ど
ば
微
妙
.な
関
係
に
ぁ
る
の
で
；.(

と
ぐ
に
衰
退
、
.斜
陽
產
業
办
場
合)

明
ら
か
に
さ

れ

な
か
っ

た
.
0 

.

.

. 

.

.

. 

 ̂

■

.'
:
' 

.
 

.
 

.

;;
■

' 

.'.〉

.•

.■こ
の̂

を
も
0

と
：わ
が
り
易
く
説
明
す
る
と
、.

(

ニ
-

.
八
6

0

0

0
類

型

は

太

企

業

と

：
の

関

係

：に
.
お

レ

て

&

立

(

A

、(

B

)

一
 

か
、
TF

請

(

C

.、 

.益

：iか

、

さ

ら

：に

中

小

企

業

と

大

企

業

が

生

産

面

セ

ー

競

#'
:
関

係

に

あ

る
:'
'

:

$

)

，
か
、

な

い
(

A
)

か
、
卞
請
な
ら
ば
商
業
資
本
下
請(

C

)

か
、
産

注） 本表は 

のであって 
⑴カツゴ内は業種数 

字は従業者ウェイト 
トは4人以上 300人 

4,592,581人に対すミ 

10,000となっていな< 
業種」に属する中小i 
.ある，

(2) 大 

わゆ

1っ 

配的 

めて

企業分野と考えられる 

る雑）は除いてある。
業種中にも異なる業態の中小企業が並存してt、て， 
0 類型に分類することが，困難な場合もあるが，支 

に思われる業態に応じて,いずれかの類型に厲せし 
ある。

一
四
，

(

三
九
〇)

I

f

 

^
 

v

w

x
 

Y

.

z

«

l
 

r

停
滞
V

斜
陽
とい

：：
う
視
角
か
ら
：眺
め
た
類
型
J

 

-

っ
て
、

'$

は
在
来
地
方
讓
な
：|

多
べ
f

れ
る
i

み

の

、
，
消

費

構

造

変

化

I

I

っ
て
明
I

に
斜
陽
化
I

々
て
い
る
も

の
.(

1 

と
え
ば
和
紙
、
漆
器
、：,下
駄
、
I

I

I

:

 

S

:

は
I

讀

品

と
.の
競
合
：

• 

S

蜃

 ̂

つ

窓

？

の
I

I

、
製
パ
シ
ビ
フ
ム
ネ

r

t

 

!

ズ
な
ど
，の
.
清
涼
飲
料
、
ィ
ン
ス
：タ
ン
ト
|

に
.
綴

さ

れ
.
る
食
料
品
、-:
:
'

ォ
ニ
口
，

鉄
f

製
塩
業
な
と
，

)

'

(

X)

：
以
下
は
中
小
企
業
の
成
長
産
業
領
域
.で
あ
.る
.が
、
：

(

X)

は

墓

哼

^

近
代
化
の
む
ず
か
；し
い
業
種
I

え
ば
、
木
工
関
係
の
養
、I

の

中

位

：の

も

の

、
：

I

:

へ
は
需f

伸

び

生

産

性

も

太

い

マ

ハ

」

.

:

こ
の
表
を
中
小
企
業
庁
が
作
成
す
：る
S

?

て
は
、
裳

企

業
Q

i

l

、一
:

つ
S

そ
の
生
産
性
Q

f

に
、

' 

一

一

つ

に

は

大

企

業

の

「

1

.わ
よ
せ」

I 
l

i

l

l

よ
る
f

露

力

の

f

 |

(

虛

^

し
I

力

い(一

一

)

、
中

小

企

業

の

取

引

条

件

等

：

I

境

条

件

改

善

に
I

て：「

価

値

寒

現

性

」
：

め

格

ぎI

の
程
度
な
.く
じ
う
る
か
、，

I

.

の
姐 

.来

性

が

か

か

っ

V

い
f

い
-う

考

え

方i

い
：
て
.
，

今

後

の

中

小

金

業

政

 

.

こ

菌

は

昭

聖

四

年
I

態
的
I

面
図
S

I

タ
 

5

り
、
中
小
企
業
の
業
種
別
震
：と
I

問
題
点
を
知
る
I

興
味
が

る
I

I

全
体
の<

 • 

A
f 

f

こ
と
が
わ
.
か
り
、
.
こ
れ
に
大
企
業
の
i

芄
陽
化
し
つ
つ
あ

桑

小

企
業
従

業

者

数

(

W

)
：

四

.

八
％ 

を
加

I

は
、.
t

甚

•
六
％
の
1

が
，

I

ッ
4

ら
は
炭
c

_

よ
う
に1

.

地
域
に
集
中
せ
ず
、
.
労
働
組
合
等
の
鑛
I

た
ず
、

3

全
国
に
分
蟹
れ
て
.
い
：る

た

め

に
世
論
の
注
目
も
あ
び
ず
，
 

潜
す
ィ
し
て
V

る
め
：：で
あ
る
.力

)

そ
の
業
種
数
は
.約4

.
Q
Q
2

体
の
ニ
七
_

%
に
.及
び
.讀

^

大
部
分
が
最
下
層
I

細
企
業
で
あ

る
I

.

が

讓

さ

れ

る

。.

I

転

換
問
^
^
^

 ̂

ン

経
済
成
長
と
中
小
企
業
の
.構
造
変
化(

上)

.

r

五
.
.

(

三
九
一)



::
'
.
'
'
:
へ«

要
め
：姻
加
ず
石
領
域
.0

ゅ

ち

生

產

性

向
:̂

の
^

地
決
な
弋
停
滞
的
.
钇
技
：撕
的
:;
.
>芾
^

ろ
の
.

)

'
な
業
種
'は
業
種
数
で
五
五(

全
体
の
：
一
六
％

)

、
従
業
員
数
で
七
•
.七
％
で
あ
る
。
.
最
も
大
き
な
比
2£

を
占
め
，る
の
は
、
成
長
は
す
る
が
生 

産
性
向
土
.

I

は
中
位
4

^

ド̂

:

い
$

業
種
：處

.：
：
：
業

種

数

：
は

：
：

.

.ー
：
、
八
0

歷

全

体

，
の
：ボ

度

半

分

霍

兴

^

あ
：る

。
ス

舊

馨

ー

伸

び

生

產

性

向

顏

_

%

一|大

と

が

が

明

る
1:
>

将
来
性
を
:̂

に
す
ぎ
な
い
。
 

* 

•

ノ：:
づ
ぎ
に
*
企
業
各
の
.関
係
が
每
み
：れ̂

、
；
：：
：

( 

(

A

t
は
、
業
種
数
で
一
一
一 

五
、
：全
体&1

ー.1

五
，

％
:免
ま
る
が
、

>
従
業
員
数
：の̂

あ
り
、：.そ
の
：従
業
員
数
も
第
1
.ー
位
で
”
^

评)

い
截

の
従
業
員
数
が
比
較
的
将
来
性
の
あ
る(
Y

)

部
門
に
属
し
て
い
る
が
、
明
る
い
将
来
性
の
あ
る(

Z

)

.，
部

門

に

露

す

；
る

も

^
^
^
^

植
> 

従
業
員
数
は
4

の

領

域

総

数

の

僅

が

：
一

.
1

」

5:
%

:
に
.す
ぎ
な
1:
>
:.
0

_

企
業
^

が
わ
.か
.る
。
 

.

.

.

:

つ
.ぎ
に
大
企
業
と
：の
：競
争
関
係
に
あ
つ
.て
中
小
企
業
が
苦
闘
.じ
ず
い
へ
る(

6
^
領
域
を
み
る
と
7
そ
の
業
種
数
は

セ
あ
り
、
.
従
業
者
数
は
前
者(

'A)

'.
と
ほ
と
ん
ど
同
じ 
ー
ニ
五
％

で

あ

石

。

こ

こ

で

は

:

(

Y

>

.部
門
が
業
種
数
云
：七
％)

、に
'
お
.
い

て

も

従

業

者

数

.

.
.

.

■ 

.

(

五
七
%

>

:に
お
.
い
そ
も
過
半
を
占
め
：て
.
い
.
る
。
こ
€>

領
域
め
.問
題
は
、
.
中
小
企
業
が
大
企
業
：と
：の
競
争
，に
た
え
て
そ
め
中
位
の
生
産
性
を
め
ば
し 

て
独
立
を
全
5

し
$

る
か
''
,あ
.る
い
：は
敗
退
し
て
：没
落
す
る
か
、:;
,
あ
る
1'
-
:
は
'

0

と
い
ぅ 

こ
と
で

あ

る

。

技
術
革
新
丨
罾
業
の
高
度
{1
:

|

^
罾
1#
^

の
殳
^

丨

»

通
革
命
な
ど
、；
_1

連
，の
構
造
変
化
は
、：：
企
業
規
模
の
最
低
限
界
の
上 

界
、
大
企
業
の
有
利
性
を
益
々
増
大
せ
し
，め
る
方
向
に
あ
り
、.
消
費
財
産
業
：の
重
化
学H
業
化
ば
：、」

在
来
品
か
ら
新
製
品
に
転
換
し
よ
ぅ
と
す
れ 

ば

大
金
業
の
独
占
的
供
始
に
扒
が
る
趴
矹
料■(

プ
ラ

.

ス
チ
ッ
ク
、.
合
成
娥
維
、
鉄
銅
そ
の
：
他)
、
あ
る
い
は
へ
；

「

買
手
独
占」

的
地
位
に
あ
る
大
ア
ツ

セ
ン
ブ
ル
•
メ
丨

力
丨
の
部
品
下
請(

電
気
器
具
、
諸
機
械
、
.自
動
車
な
ど)

に
直
接
•

間

接

、
：
関

係

を

も

た

ざ

る

を
得

な

く

せ

し

め
つ
つ
あ
る
。

し 

た
力
っ

て

こ

の

：

(

B

)

部
n

が
具
体
的
に
如
何
な
.る
判
定
の
：下
に
分
類
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
..中
小
企
業
が
直

接

、

同

一

製

品

に

つ
い 

て
大
企
業
と
競
争
し
つ
づ
け
う
る
領
域
と
い
う
も
の
は
、-
現
実
に
.は
き
わ
め
て
少
な
く
、
同
.
一
業
種
と
い
っ
て
も
大
•

中

小

企

業

は

、

た
と
え
ば 

マ
ス
•
プ
ロ
品
と
特
殊
品
と
い
う
ょ
う
な
実
際
は
別
々
の
市
場
を
も

っ

て
'
い
I

合
が
多
い
。
：
I

に
大
企
業
は
中
小
企
業
に
生
産
を
委
せ
.て
お 

1

ナ
方
力
自
己
に
と
っ
て
有
利
な
場
合
に
は
そ
の
業
界
の
凝
秀
中
小
企
業
を
ピ
ッ
ク
•

ァ
.，ッ̂
:

し
で
自
己
.
の
系
列
•
.下
請
固
係
に
お
き
、
こ
の 

系
列
化
せ
し
め
ら
れ
，

小
<

_

と
爾
舍
中
小
_

を
競
争
せ
し
め
.る
と
い
う

形
態
が
、
近
年
と
ぐ
S

著
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

と

篇

し

が

た

：い
も
の
：が
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
、

(

A

)

の
独
立
領
域
も
転
換
す
る
場
合
、

あ
る
い
は
そ
の 

業
種
の
市
場
が
拡
大
じ
T

大
企
業
ガ
ー
そ
の
有
利
性
に
食
手
を
の
ば
し
.：はじ
め
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
右
と
同
じ
傾
向
を
も
つ
に
至
る
。

大
企
業
の
下
蒙
列
領
域

(

c

'

> 

D

)

i

は
業
種
_

は
S

 

従
業
者
数
で
も
同
じ
く
約
四
割
を
占
め
て
い
る
。
 

こ
こ
に
は
斜
陽
：•
停
滞
產
業
拍
ほ
ま
I

が
し
；か
.み
：ら
れ
ズ 

'

に
抜
け
目
な
く
支
配
御
を
張
り
.：め
.ぐ
ら
し
、
ま
.

I

I

摄
す
る
中
小
企
業
■

企

業

の

傘

下

で

の

び

こ

 

の

場

合

(
P
0

商
業
資
本
下
請
分
野
と(

D

)

'

産
業
資
本
下
請
分
野
：と
を
比
較
す
る
と
、：
：.前
者
の
方
.に
斜
陽
.
.，
停
滞
業
種
が
.相
対
：的
に
多
く
、:
 

後
者
の
產
成
長
：

業
種
f

 

4

集
中
し
：て
い
る
：こ
I

I

 

'

す

る

業

襲

(

ニ：I

)

は
全
f

1〇
大)

ー
の
過
半
数
に
§
^
^
^
^

服
域
は
最
も
将
沬
性
のI

有
利
な(

•

成
長
部
門
f

ち
、.業
種
数
：の_

%
、
：#:
業

者

数

怒
^

■.い
：る
©:
：で
.あ
.る
。
.

^
 

-
V 

-

 
rv
 

'

t
>
を
要
約
して

企

業

の

独.'

3/
:

領
減
ほ
ど

斜
腸
產
業
が
參
义
な
り
ず
中
小
企
業
办

^
か
铃
成
舞

^

^

ほ

ど

太

產

^

^

請

系

列

に

組

み

入

气
 

，
ら
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

.

.

 

.

.

.

 

-

.
.
.

-
-
.
.
.
. 

. 

.

 
-

 

-  

. 

, 

-

 
-

 

-

 

.
V
-

:

 
'

 
-

'
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成
長
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中
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ニ
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本
表
で
は
企
業
階
層
別
の
：類
型
は
わ
か
ら
ぬ
が
、.
多
く
.の
他
の
資
料
か
ら
推
察
し
て
中
小
企
業
の
上
層
の
柏
当
の
部
分
、
と
く
に
本
表
年
次
の

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

,

-

 

'
 

•-
 

' 

.

.
昭
和
三
四
年
以
降
、
.̂
^

の
^

ぽ
長
下
で
の
ぴ
た
部
ロ
の
申
ル
企
業
の
±

層
の
#

く
は
、
へ
ロ
ン
ド
シ
.:
-1

テ
コ
ノ
ミ
.ス
.
ト
：卜
が
賞
讃
し
た
、
優
秀
. 

発
展
企
茱
、
成
長
0:

茱
を
優
遇
し
て
、
低
能
率
企
業
は
消
滅
さ
せ
"

斜
陽
産
業
は
構
わ
な
い
と
い
ぅ
政
府
の
成
長
政
策
の
下
に
あ
っ
て
、
成
長
す

る
I*

大
企
業
の
下
請
系
列
傘
下
に
あ
っ
：た
も
の
.
と
思
.わ
れ
を
。：

も
ち
ろ
ん
独
立
中
小
企
*

が
:-
»
中
堅
：企
業
1-
:
:
に
.
ま
で
自
主
性
を
：余
り
失
わ
ず
に
成

:■
- 

...一

長
し
た
も
の
.も
相
^

数
あ
0

た
こ
と
.
を
否
定
す
る
.も
の
で
は
な
'
い
0
ド 

' 

.
-
ン

：
ノ 

-

:
(

未
パ
完

)

V

パ 

•

 

-
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:
■
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'

ペ
^

:

:
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〔

付
記〕

.
私
の
思
お
ざ
：る
多
忙
.ど
連
筆
の
た
め
/

切
に
大
ー
変
.お

く

れ
;

予
定
め
半
ば
に
も
達
^

ぬ

の

：に
す
で
に
枚
数
も
約
東
に
迪
く
な
っ

'
て
し
ま
っ
た
の
で
，
 

'
米
完
办
ま
ま
、
'/
•
つ
ぎ
の
：機

会

に

完

成

：

(

下
編)

、
を
譲
り
先
い
と
思
ぅ
。
本
都
合
を
編
集
者
：に
お
わ
び
す
る
。ゾ
下
編
の
予
定
は
つ
ぎ
の
ょ
ぅ
で
あ
る
。

■

.

三
、
沖
小
企
業
め
構
造
変
化
：(
続)

と
'

:.
n

階
層
構
成
の
変
化
：(

階
層
分
化
と
上
昇
運
動
、..「

中
堅
企
業」

問
題)

. -
..
.

■ 

.

.'
平
へ
設
備
投
資
分
析
と
金
融
土
の
問
題
'

':

■
 

'
r 

V
.

:

]v
企
業
系
列
と
卞
請
の
変
化
ム 

-

•

:

:

¥
労
働
構
造
の
变
化
：

.:

..

.

'

造
的
変
化
の
.総
括
：

.
:
.
'
/
.
;

■

■•

■
四
、
今
後
の
政
策
的
展
望
':
:
:
. 

:
'

I

,
中
小
企
業
菡
本
法
と
そ
の
関
速
法
規
お
ょ
び
財
政
的
裏
づ
け
の
検
討

n

中

小

企

業

政

策

の

あ

る

べ

き

方

向
. 

. 
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租
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政

M
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活
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業
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の

成

長
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構
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戦
後
か
ら
現
在
に
い
た
る
日
本
経
済
の
著
し
い
発
展
は
、

企
業
：の
た
I

る
高
農
長
に
ょ
っ
■で
支

え

ら

れ

、

ま

た

そ

れ

な

く

し

て

は
達
或
し 

え
な
か
っ
た
こ
と
は
衆
目
の
認
.め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

企
業
の
慶
成
長
は
、
租
税
面
か
ら
み
れ
ば
、
と

り

も

な

お

さ

ず

企
業
の
負
担
す
べ
き
税
額
の
飛
躍
的
増

大

と

な

.っ

て
現
わ
れ
て
く
る
。
企
業 

の
ん
担
す
べ
き
租
税
が
量
的
に
増
大
の
底
合
を
加
え
、
か
つ
そ
の
種
類
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
'
:

に
：応

じ

て

、

租
税
が
企
業
の
^
!
志
決
定
に
あ
た 

え
る
効
果
は
、全
般
的
か
つ
複
雑
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
い
わ
ゆ
る
企
業
課
税
は
：、
企
業
の
可
処
分
所
得
^

^

そ

れ

が

企
業
の
議
資 

金
の
大
半
を
削
減
す
I

ら
ば
、

.
生
産
水
準
を
錐
持
な
い
し
拡
大
し
ょ
2

す
る
企
業
の
能
力
に

影
響
す
る

は

ず

で
I

。：.

販
^

れ
た
財
•

用
役
の
価
格
に
追
加
さ
れ
る
な
ら
ば
、
企
業
の
コ
ス
ト
I

響
が
S

ぶ
。'

I

い
ば
企
業
^

に
多
く
引
き
下
げ
る
ょ
ラ

に

み
ら
れ
た
と

ぎ

.
：
は

、
企
業
の
.投
資
意
欲
は
影
響
を
蒙
ら
絵
を
.え
な
1:
2

重

た
0 :
:

|

|

業
が
負
担
す
べ
き
租
税
の

震
も
少
な
く
な
い
。
法
人
企
業
に
限
っ
J

て

も
、
法
人
所
得
5

し
国
税
.と
し
て
法
I

が
、
：地
方

税

と

し

て

法

人

住

|

、

_

租
税
政
策
と
企
業
.の
活
動

.

..

.
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